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火薬類（煙火）消費許可申請書 

 

申 請 者 火薬類を消費しようとする者。 

※申請者は、主催者又は打ち揚げ業者（主催者から委託を受けた者）いずれも差支えない

が、責任の所在を明確化する意味において主催者が申請者となるほうが望ましい。（「火薬

類取締法令質疑応答：月報第 63号」参考） 
 

申 請 先 消費地を管轄する消防署（安芸太田出張所含む。） 
 

注意事項 無許可消費数量（規則第 49条第 4号）を超えた消費数量であるか確認する。また、火災

予防条例第 57条第 2号（火災と紛らわしい煙等を発するおそれのある行為等の届出）の

規定により、併せて届出が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消費場所は、字や番地まで正

確に記入する。 

「○○祭花火大会」等と記入

する。 

打揚煙火の大きさごとに数

量を記入する。 

・消費する年月日と消費時間

を記入する。 

・当日が雨天等で延期する場

合は、延期期日も併せて記入

する。設定しない場合は、二

重線で抹消する。 

スターマイン（速射連発）や

仕掛煙火の裏打ちは、打揚煙

火ではなく、仕掛花火の欄へ

記入する。 

記入例 
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火薬類（煙火）消費計画書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消費日時及び煙火の種類ご

とに、消費数量を区別して記

入する。 

従事する者全て記入する。ま

た、打揚責任者を 1 名選任す

る。 

煙火の種類及び消費数量を

記入する。 

※この欄に記入できない時

は別紙に記入する。 

直近の保安教育を受けた受

講年月日を記入する。 

主催者側の行事の責任者等

の連絡先を記入する。 

 

記入例 
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危険予防の方法（煙火） 

 

注意事項 

１ 警備内容、消火方法、関係機関との協議事項、筒の固定方法、危険区域（立入禁止区域）、観客 

の侵入防止、道路の通行規制、保安距離及び危険時の対応等について具体的かつ、詳細に記入する

こと。 

２ 危険予防の方法は、消費許可の核心をなすもので、変更する場合は、許可の取り直しが必要にな 

る。ただし、軽微なものについてはこの限りでない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記入例の項目にとらわれる

ことなく、この他にも予防措

置があれば記入する。 

「消費場所の見取図（煙火）

（31P）」及び「消費場所の詳

細図（煙火）（32P）」と齟齬

がないよう記入する。 

記入例 
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煙火の消費に関する保安教育申立書 

 

注意事項 

１ 申立書のほか、煙火消費保安手帳（旧：煙火打揚従事者手帳）の講習受講欄の写し、「煙火の消

費に関する講習」の受講証明書の写し又は保安教育をうけたことを証明する書類でもよい。 

２ 従事者ごとに作成すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記入例 
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承 諾 書 

 

注意事項 

 保安距離内にいる、すべての者の承諾書が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記入例 


